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(はじめに)

私どもは､先代が戦後の混乱の中から業を起こして､せんたく石けんを発売以来､一貫

して清潔な暮らしに奉仕することを使命として製品づくりに専念してまいりました｡

今後も､私どもの社名ミマスCLEAN CAREの通り､ ｢みらい｣ ｢まごころ｣ ｢スマイル｣

を合言葉に､幅広い製品ラインを通して､みなさまのクリーンな生活や環境づくりの

お役に立つよう､会社内外の英知を集めて､優れた製品づくりを目指してまいりますので､何卒､

一層にご愛顧を賜りますよう､よろしくお願い申し上げます｡

代表取締役　稲岡　幸久

会社概要
商　　　号　　　　ミマスクリーンケア株式会社

設　　　立　　　　昭和32年2月8日

資　本　金　　　　1200万円

代表取締役　　　　稲岡　幸久

事業内容　　　　　各種洗剤､化粧品の製造販売

年間売上高　　　　2 1億円

沿革
昭和2 5年1 2月　　東京都葛飾区上平井町1 9 5 0番地において阿部六書千個人にて

阿部油脂工業所を創立､固形石けんの製造に着辛

昭和3 0年4月　　　現在地に工場を建設移転､固形の洗濯石鹸を本格製造開始

昭和53年12月

昭和62年10月

昭和62年12月

昭和63年5月

平成元年4月

平成13年7月

平成20年2月

平成25年11月

平成25年11月

他社に先駆け､無リン洗剤の開発に成功､発売開始

社長阿部六書千　退任し会長に就任､専務阿部光弘　社長に就任

ミマスクリーンケア株式会社に社名変更

会長阿部六書千　勲五等双光旭日賞受賞
つくば工場第一期工事完成､操業開始

つくば工場I SO9001認証登録

生産量増加に伴い､つくば工場の敷地面積2 0 4 2m2拡張

社長　阿部光弘　黄綬褒章受章

社長阿部光弘　退任し会長に就任､専務稲岡幸久　社長に就任



ミマスクリーンケア株式会社　っくぼ工場

環　境　方　針

}基本理念

私たちミマスクリーンケアは｢快適な生活と大切な地球環境の
両立｣を基本理念とし､あらゆる事業活動において積極的に地球
環境の保全に配慮いたします｡

■基本方針

1.　環境に関する法規等を遵守する

2.　事業活動に伴う二酸化炭素の排出量削減を推進する

3.　水資源使用量の削減を推進する

4.　産業廃棄物の排出量削減とリサイクルを推進する

5.　物品のグリーン購入を推進する

6.　全従業員が環境に対し高い意識を持つよう教育する

2012年　5月　2日改訂

ミマスクリーンケア株式会社

代表取締役　　稲岡幸久



(1 )名称及び代表者名

ミマスクリーンケア株式会社

代表取締役社長　稲岡　幸久

(2)所在地

本社:　　　〒124-0025

東京都　葛飾区　西新小岩　4丁目12-ll

TEL:03-3691 -1398　　FAX:03-3694-0316

つくば工場:　〒301-0852

茨城県　龍ヶ崎市　向陽台　4丁目1番地

TEL:0297-64-7456　FAX:0296-64-7457

http:///:mi masu-cc.co.jp

(3)事業内容

洗剤の製造販売､受託製造

化粧品･医薬部外品の製造販売､受託製造

(4)事業規模　　(年度:当年1 0月～翌年9月)

事業規模 �%�犬�2009年度 �#���D�7��2011年度 �#��)D�7��2013年度 

売上高 儷9iﾈ冷�2,380 �"ﾃ#s2�2,186 �"ﾃ�s��2,090 

従業員 ��ﾂ�89 塔��87 塔"�82 

事業規模 �%�犬�2009年度 �#���D�7��2011年度 �#��)D�7��2013年度 

総生産量 唯�16,160 ��bﾃ�s��16,907 ��rﾃ田2�21,052 

内液体製品 唯�12,452 ��"ﾃs�"�13,370 ��BﾃcS2�17,326 

固形製品 唯�1,799 ��ﾃsィ�1,891 ��ﾃ�3"�1,570 

粉体製品 唯�1,908 ��ﾃc�2�1,646 ��ﾃCsr�2,156 

敷地面積　　　16718m2

工場面積　　　　5797m2

駐車場面積　　　2437m2

(5)対象範囲

つくば工場

代表者　代表取締役　稲岡　幸久

従業員数　　社員　42人(その他　15人)

(本社は数年後を目途に取り組みの予定)

(6)環境管理責任者及び担当者

環境管理責任者　　品質管理部長　　安友　純

事務局　　　　　　　　品質管理部

連絡先　TEL:0297-64-7456



ミマスクリーンケア㈱　つくば工場　EA-21実施体制図及び役割･権限･責任表

社長

稲岡幸久

･環境方針の策定

･経営資源の準備

･代表者による全体の評価と見直し

･環境活動レポートの承認

EA-21委員会(エコ委員会)

委員長:田中　智(業務推進室長)
･EA-21委員会の運営

･環境活動計画の取りまとめ

･環境活動実績の取りまとめ･評価

委員
co2削減担当:酒井､鴻巣､岩田

廃棄物担当:木村､岡野

排水担当:大谷

化学物質担当:西田､斉木

グリーン購入担当:丸山
･EA-21システムの実施推進

･環境活動計画の提案･審議

･環境活動実績の確認･評価

工場長

井堀光夫

環境管理責任者

安友純(品質管理部長)

凸EA-21システムの確立､維持管理

･環境目標の策定

･環境活動レポートの作成

･EA-21に関する実施把握と報告

･EA-21環境経営マニュアルの作成

･教育､訓練規格の策定

EA-21事務局

･環境管理責任者の補佐作業

t環境関連法規の取りまとめ及び順

守状況確認
･教育･訓練計画の策定を実施

･環境文書及び記録の作成･管理

･その他EA-21に関する業務

製造部

･第一製造係

･第二製造係

･第三製造係

･第四製造係

･第五製造係
･営繕係

各部署責任者
･環境方針､環境目標､環境委員会での協議内容･決定事項を全従業員へ周知する｡
･自部署に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

･自部署の問題点の発見､是正､予防処置の実施
･環境活動に関する教育訓練を実施する

t緊急事態での対応を実施する

全従業員
･環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

･決められたことを守り､自主的点積極的に環境活動へ参加



環境目標及び環境活動計画 (年度:当年10月～翌年9月)

環境目標項目 剴#���D��2011年 �#��)D��2013年 俑�D�7�,ﾂ�mｩUr３�ﾞﾘﾋ越cｩ�����餒B��2013年 実績(削 減率%) 冏ｸ���ｹ�"�鳧����/��2014年 度目標 
度実績 �7溢����度実績 �7溢����刮ﾁ味した 垂緒(鶴) 忠������NB��

Ⅰ二酸化 炭素排出 量の削減 �6I|ﾙ|ｨ,ﾈﾞﾘﾋ��ｵt��田#rﾃSモ�585,108 鉄�bﾃcs��616.845 �"�▲19.4 釘綯�2%削減 

電力量の削減co2排 出量(kg) �235,346 �#�偵C�b�193,754 �#3��3�r� �� ��

ガス量の削減m 3 �98,889 涛bﾃ�sB�97,537 ��#津cCb�2 ��33"纈�9.7 �"Xﾞﾘﾋ��

ガス量の削減co2 排出量(kg) �208,498 �#�"ﾃSc"�205,650 �#s2ﾃ3S�� �� ��

石油系燃料の削減し (ガソリン) �24.259 �#2ﾃS湯�21,931 ��づャB�2 ��2纈� �"Xﾞﾘﾋ��

石油系燃料の削減(ガソリ ン)002排出量(kg) �56,322 鉄Bﾃs���50,916 鼎2ﾃイ"� �� ��

石油系燃料の削減し (軽油) �6.339 �"ﾃン��2,965 釘ﾃ3Sr�2 ��3Cb纈� �"Xﾞﾘﾋ��

石油系燃料の削減(軽油) co2排出量(kg) �16,635 途ﾃc���7,781 免ﾂﾃC3B� �� ��

石油系燃料の削減し (灯油) �10,091 免ﾂﾃャr�9,296 �?｢ﾃs�2�2 ��3#b纈� �"Xﾞﾘﾋ��

石油系燃料の削減(灯油) co2排出量(kg) �25,146 �#津c#��23.165 �#津3ビ� �� ��

総co2排出量(kg) �541,947 鉄�2ﾃ涛r�481,267 鉄ヲﾃ33�� �� ��

太陽光発電によるCO2 削減量(kg) � ��14,620 (6カ月間) �#Rﾃ3#2� �� ��

Ⅱ排水量の 削減 僭)�Y|ｨ,ﾈﾞﾘﾋｆﾓ2��迭ﾃC�B�5,770 澱ﾃ#s��9,508 ���▲51.4 ��3偵��1%削減 

Ⅲ廃棄物 の抑制と管 哩 �ｩLｩG�ｯﾉZｆｶr���2ﾃ鉄��3,326 �2ﾃ�#2�3,246 �"�▲7.4 ��2%削減 

産 莱 廃 棄 物 俑ﾈﾘyG�ｯﾉZｆｶr��7,820 迭ﾃ�#��3,800 途經���2 ��3湯縒� �"Xﾞﾘﾋ��

汚泥(kg) �3津#c��29.800 �#�ﾃcC��23,680 �"�▲9.4 ��2%削減 

木製パレット(kg) ��"ﾃ��"�12,120 �?｢�3S��17,470 �"�▲53.9 ��2%削減 

リ サ イ ク ル 僭�7h8俐I�i|｢�r��8,425 ��偵csR�14,130 �#������- �� 辻�

古紙.段ボール再 生量(kg) 鼎bﾃsS2�41,750 鼎�ﾃ����51,421 辻� ��- 

化学物質の適正管理 剽�%E)Z壱�,ﾉ4ｹ�8ｬyyﾒ馘�,ﾈ�繒�

グリーン購入の推進 劍駟k�w�V�9�,Xﾗy?ﾈ/��I���

環境負荷低減に資する製品の製造(t) 剴#�2�352 鼎�r�790 �%5��h�稲i;顯ｺI|�,ﾉh(�5h8ｨ�ｸ5��

※購入電力の排出係数:0.375(kg-CO2/kWh)

※201 1年度以降の軽油の大幅な減少は､前年までの数値に本社の分も一部含まれていた為

※本社製造時実績は､ 2013年1月～9月の本社工場電力･ガス･水道量を加えた数値として換算した場合



本社工場分の製造開始は201 4年1月より始まる｡
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(丑.主な環境活動計画の内容･活動･評価

活動項目 ��活動内容 乖�:��8ｻR�評価 ��

電気使用 ����節電パトロールの実施 倆�醜*ｩh�?ｨﾏ��8+X,JHﾔ��｢�>�/����+ZI6Hｴ8,ﾈ諍w��2�ｻX/�ｴﾉ��本社工場建て替えによる生 産量が大幅に増加した影響 ��ｲ�

2. 仭9+(孳7握yyﾘ,ﾉ4�.｢�夏季28℃.冬季20oC､ エアコン操作部分に表示 �,ZI6I|ﾘ諍w�|ｨ,ﾙ�ﾘ��+X,B�*(.�*ｪIgｸ���ｹ�(鳧,ﾉ6I|ﾒ�|ｨ/���j�+X+ﾘｨHﾘx,X,ﾘﾟ��

3. ���6HﾅｹmiUﾈ麌,�.h.�8�WB�*��チャレンジ25キヤンペ- 
量の削減 劍98,ﾈ7ﾈ5�5��ｹ9�,ﾈｨ駅��年比で削減を達成できてい る0 -方､製造量増加によって 残業.休日製造が増加して いるo 

4. 冕(諍w�鳧,ﾈ�k顰�9H,ﾉ4�.｢�環境パトロールの推進によ 
り効果を上げる 

5. 俶8ｼh鳧ｭH,ﾈﾞﾘﾋ��残業ゼロを出来るだけ継続 できるよう取り組む 

6. �(ｸｷ�-ﾘ鳧,ﾉ��6H,ﾉ4�.｢�消灯､機械類の停止 

化石燃料 使用量の 削減 ����省エネ運転の徹底 �*凭y9�,X,ﾈﾌH-�*�*��同上の理由により､ガス使用 量の大幅増加､倉庫を新たに 外部に借りた事による横持ち 運搬の増加により､ガス.煤 ��ｲ�2. ��駮ｸ7��ｸ5��ｸ,ﾈﾏ越i4俶yw��大型ヒーターを減らし中 
壁.小型ヒーターに交換 几��*ｩ�YYﾘ,��ﾘ��+X+ﾘ*ｪH4ｲ�5域yw�|ｨ,ﾙgｸ���ｹ�(鳧,ﾈ4ｸ5��諍w�|ｨ/���j�+X+ﾘｨHﾘx,X,ﾚB�ﾟ�D餒H,Xﾞﾘﾋ�/�$)�ﾈ+X,H*"�.��ｹE){��9�,ﾙgｸ���ｹ�(鳧,ﾂ��I&ﾈ/���j�+x.倬h,ﾙW8�(�ｲ�

3. 冉穐h5�7ｸ98,ﾈ辷ｸｲ�防寒ズボンの支給を継続 

4, �7ｸ488��ｸ,ﾈﾏ越i4俶yw��配管の非断熱箇所の解消 

排水量の 削減 ��配合釜洗浄方法の見直し 俘(�9�H�(ｴ�,ﾈ自YI;�?ﾂ�品質上の問題も有り､削減 が見られていない ����

廃棄物の 削減､リ サイクル ����分別の徹底 兒ｩ¥ｨ�ｨ�,ﾉ�餔ZI*凭y9�,R�,ﾈﾌH-�*�*��朝礼時或いは会議等での呼 びかけ等により分別の徹底 が進み､着実に効果は上 がっているo ��ｲ�2. �5(78�ｹw�鑄,ﾈﾞﾘﾋ��裏紙の利用 

3. �8ｨ5H484�8ｸ,ﾉ�I���分別の徹底､朝礼等での呼 の活用 劍-(*�*��(増加分は本社工場解体時 のものが含まれる) 

4. 侘ﾘ.ｩwH,ﾉ�ﾙNﾈ嶌,�.h.俥ﾘﾋ��活動を継続 

その他 ����化学物質の適正管理 ��%E)d�/��荿+x.��酸アルカリの劇物の使用量 が多い為､その取り扱い. 危害防止の取組を進めたo 防災訓練は繁忙によりに未 実施○ ��"�

2. �ｸｧyZ壱�,ﾉ4ｹ�8ｬyyﾒ�使用原料.製品毎に関連法 規の取りまとめ.一覧表に 集計 

3. 佇�Z�/����ｸ,h+X+ﾙf胃�ﾅ��ｲ�予定の防災訓練は実施でき 
の実施 �,�*�,�+ﾒ�

4. �4�8ｨ�ｸ98ﾗy?ﾂ�出来るだけエコ製品を購入 する 偃h.��x-ﾘ*ｨ���,���/�,X*"�.��ｲ�○ 



②　主要な取り組みの評価
本年1月からの本社工場建て替えに伴う本社製造製品のつくば工場での製造のため､それ以降製造に

追われる状況が継続し､新たな取り組みを開始する事が出来なかった｡その為､活動内容は昨年までの

取り組みを継続することが中心となったが､全般に製造数量の増加に伴う電力･化石燃料の使用量は､

本社製造時に使用されていた電力量･ガス使用量を換算した場合は比較的低く抑えられたと考えられ

る｡

③　その他の取り組み内容と結果

(1)教育･訓練の実施
･本社製造製品の製造に伴う継続的繁忙により､勉強会･訓練等は実施出来なかった｡

(2)環境コミュニケーションの実施

･EA21 (エコ)委員会の開催

･朝礼(全体朝礼､職域毎の朝礼) ､掲示板の活用

(3)太陽光発電の導入
･2013年3月29日より発電開始｡

･全量買取のため､電力量の削減には寄与しないが､ co2削減と社員意識の向上に大きく貢献する事

が期待できる(次項参照) 0

(1 )遵守状況の確認及び評価

当工場に適用される環境関連法規等の遵守状況については､適正に行われている事を確認致しました｡

(2)違反､訴訟等の有無

地域住民や関係機関等からの苦情や指摘及び訴訟につきましては､過去3年間にわたり有りま
せんでした｡

本年度は本社工場の建て替えに伴い本社製造分がそのまま増産となり､工場の稼働時間･稼働日数も増加

したため､この増産分に比例して電力量･ガス使用量が増加した｡

この増産分に伴う各項目の増加分をどう評価するかは難しいが､これまでの本社工場における電力･ガス使

用量から換算すると､その率は高くないが､製造量の増加分として換算した場合はその率は高くなる｡
一方､石油系燃料については､軽油の増加率が他項目に比べ一番高くなっているが､これは製造量の増加

に伴い新たな倉庫への横持ち運送が大きく増加した事によるもので､この状況の中でガソリンでは減少させる

ことができた｡

廃棄物では､本社工場解体時のものが含まれた影響によると考えられ､抑制傾向は継続されている｡

今年1月からの本社分の増産に3月の消費税増税前の需要増も加わり､全期間製造に追われる状態が継続
したため､エコ活動への取り組みが困難となり､新たな対策等の取り組みが不十分となってしまった｡繁忙期は

特に製造優先となりがちだが､このような取り組みが後退しない様に､従業員の意識向上を継続していきたい｡



①　太陽光パネルを設置(2013年4月より稼働)
設備概要

太陽電池モジュール:223W(単結晶) × 224枚

発電量容量:49. 952kw

パワーコンディショナー:5. 5kwX8台

設置:工場屋根　折板トタンに金具で直付け

屋根勾配約1 8度

この1年間の実績
太陽光発電量

検針期間 �?ｩ�B�発電量 (kwh) 僣I6Hｾ�ｧ｢��竰�二酸化炭 素削減量 (kg) 弍ｨｭI(i?｢��鳧ｭB���竜ヶ崎 1981-2010 間の日照時 間平均値 �8��ｸ4ｨ�ｲ�uﾉ�ｩJﾙ6B�|｢�vｒ�

2013年10月 湯�#bﾓ���#B�29 釘ﾃ3���181,062 ��ﾃc�r�116.9 ��3B�2�3,801 

11月 ����#Rﾖﾆﾂ�#R�32 釘ﾃs釘�201.348 ��ﾃs唐�179.4 ��Cr���3,575 

12月 免ﾂ�#bﾓ�"�#2�28 釘ﾃ�#R�173.250 ��ﾃS#b�131.3 ��sR絣�4,176 

2014年1月 ��"�#Bﾓ��#2�31 迭ﾃ�ヲ�217,938 ��ﾃ鼎b�209.7 ���2纈�4,654 

2月 ���#Bﾓ"�#B�32 釘ﾃSモ�192,696 ��ﾃs#��150.4 ��cr紕�4,321 

3月 �"�#Rﾓ2�#R�29 澱ﾃ�s��254,940 �"ﾃ#sb�201.4 ��cb繧�4.775 

4月 �2�#bﾓB�#2�29 澱ﾃc�R�277,410 �"ﾃCsr�209.4 ��s�綯�4,943 

5月 釘�#BﾓR�#b�33 途ﾃゴB�339,292 �"ﾃ鼎R�251.0 ��cB���5,488 

6月 迭�#rﾓb�#2�28 澱ﾃ��b�259,459 �"ﾃ#S"�178.0 ���偵��4,295 

7月 澱�#Bﾓr�#B�31 澱ﾃ�釘�263,260 �"ﾃ#コ�144.9 ��Cr綯�4,662 

8月 途�#Rﾓゅ#R�32 途ﾃ����310,608 �"ﾃc澱�255.3 ��sr���5,322 

9月 唐�#bﾓ偵#B�30 釘ﾃsS��205.545 ��ﾃsィ�118.6 ��#偵B�3,978 

計 ��364 田rﾃSィ�2,876,808 �#Rﾃ3#2�2,146 ��ﾃャB�53,991 

注:期間中日照時間は気象庁の竜ヶ崎のデータより､検針期間中の日照時間の合計値

メーカー予測発電量は､ 30年間の竜ヶ崎のデータより､発電能力(容量､設置角度､パワコン変換率等)

と日照時間を基に算出

メーカー予測発電量に対し､ 25%増の実発電量を達成o

この期間の日照時間が平均値より多い(1 4%増)ことの他､日照時間外の曇りでも発電していること

によるものと考えられます｡



(塾　RSPO認証を取得

RSPO (Roundtable on Sustainable Palm Oil-持続可能なパーム油のための円卓会議)認証を取得o

このRSPOは､世界各地で行われているパーム油の生産が､熱帯林の保全や､そこに生息する生物の

多様性､森林に依存する人々の暮らしに深刻な悪影響を及ぼすことのないようにするために､ 2004年に

設立され､弊社は2010年8月31日に加入しました｡

この認証のため､毎年審査を受け､本制度の維持･発展に寄与するため､社員教育等を行っています｡

③　環境活動の取組の様子:地域社会の一員としての取り組み
(N PO法人バイオライフの活動を支援)

遊休農地の有効活用､地元産食用油の地産地消､循環型社会の構築を目指して

茨城県南部を中心に活動しているN POの活動を支援しています｡

-旧市街の活性化


